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論文の内容の要旨 
 平嶋氏の博士学位論文は、サッカーのゴールキーパー（以下 GK）のシュートストップ能力を客観的
に評価するという観点から、選手の起用・選抜やスカウト等現場で有用な、被シュート 1本毎のシュー
トストップ難易度を考慮した、GK のシュートストップ能力評価指標を開発することを目的としたもの
であり、その要旨は以下のとおりである。 
 第 1章では、著者は本論文の研究背景として、先行研究を基に GKの守備力評価の指標は、主に防御
率とセーブ率が用いられていることを指摘し、以下の問題点を明らかにしている。防御率は、GK の 1
試合当たりの平均失点数を表しているが、個の実力以外による要素が加わった指標とされており、GK
個人の能力を測る指標としては適当ではない。また、セーブ率は、被枠内シュート数に対するセーブ数
の割合で表され、被枠内シュートに対するシュートストップの成功率を示している。セーブ率は、防御
率と比較し GK個人の能力を評価する指標として優れているため、現在 GKの守備力評価指標として主
に用いられているが、シュートストップの難易度が考慮されておらず、現場に有効な評価指標ではない
としている。そこで、著者は、関連する要因の有無が事象の発生に対しどれだけ影響しているかを表す
ことができ、さらに各要因のオッズ比から回帰式が算出され、事象が発生する確率を予測することがで
きる統計手法の 1つであるロジスティック回帰分析を用いて新たなGKのシュートストップ能力評価指
標を開発することの必要性を述べている。 
 第 2章では、GKのシュートストップに影響を与える主要因を明らかにすることともに、シュートス
トッププレーの難易度を定量化するために、シュートストップの失敗確率を予測する回帰式の構築につ
いて検討されている。2010FIFA ワールドカップ南アフリカ大会の全 64 試合における被枠内シュート
計 551本を、記述的ゲームパフォーマンス分析手法を用いて分析し、ロジスティック回帰分析によって
統計処理を行った。主な結果は以下の通りである。 
1）シュートストップの結果に影響を与える主な要因はシュート到達時間、シュート者守備 前方の DF
-２ 
の有無、シュート者守備 側方・後方の DFの有無、シュート部位、シュート種類、シュートコース横、
シュートコース高さ、他の選手による軌道の変化の有無、シュート位置角度、シュートコース距離の 10
要因であった。 
2）上記要因を用いて、失敗確率を予測する回帰式は以下のようになった。 
P1=1/(1+exp(-(-2.245-5.204x1-1.215x2-0.570x3+0.885x4+0.551x5+4.072x6+1.333x7 
+0.711x8+0.968x9+2.839x10+0.029x11+1.014x12)))   
この回帰式はシュートストップの失敗確率を予測し、ゴールキーパーのパフォーマンスを評価する上で、
高精度（84.8%）かつ、有用な式であるとしている。 
 第 3章では、構築されたシュートストップの失敗確率予測回帰式について、算出される失敗確率の測
定者間信頼性を検証することと、回帰式の外的妥当性の検証について述べられている。ここでは、
2014FIFA ワールドカップブラジル大会の全 64試合における、被枠内シュート 587本を、記述的ゲー
ムパフォーマンス分析手法を用いて分析した。その結果は以下の通りである。 
1）失敗確率の級内相関係数 0.91と高く、評定者間信頼性は高い値である。 
2）予測確率の cut off line を 0.5に設定した分割表を作成して検証を行った結果、感度 75.8%、特異度
89.7%、陽性的中率 73.5%、陰性的中率 90.7%、正診率 85.9%であり、高い外的妥当性が示された。更
に、ROC曲線を作成し、ROC曲線下面積を算出したところ 0.874と高い値を示したことからも、高い
外的妥当性が示されたとしている。 
 第 4章では、シュートストップの失敗確率を用いた、新たな GKのシュートストップ能力評価指標を
提示し、その評価指標と従来の評価指標を用いて GKを評価し、それぞれの評価指標の比較について述
べられている。2014FIFA ワールドカップブラジル大会全 64 試合における GK の被枠内シュートを、
記述的ゲームパフォーマンス分析手法を用いて分析した。その結果は以下の通りである。 
1）それぞれの指標間に中程度の相関関係が認められたことから、それぞれの評価指標は全てシュート
ストップ能力を評価していると考えられた。 
2）評価指標にはそれぞれ特性があることから、活用場面に応じた評価指標の選択が必要である。 
 第 5 章では、本研究の総括として、シュートストップの失敗確率を予測する回帰式の構築、および、
その回帰式が優れた信頼性と妥当性を有し、これを用いた新しい GK のシュートストップ能力評価指標
が作成され、現場に有用な指標あることが明らかになったことを述べている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
集団競技におけるゲームパフォーマンス評価は容易ではない。サッカーは流動的で複雑なスポーツで
あるため、カテゴリ変数を目的変数とし、かつ連続変数とカテゴリ変数の両方を説明変数として扱うこ
とのできるロジスティック回帰分析を用いた視点はユニークである。また、従来の評価指標で考慮され
ていないシュートストップの難易度に焦点を当てたことによって、よりスポーツ現場において有用に適
応できるものになったと評価できる。 
平成 30年 8月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
